
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６２８

基盤研究(B)（一般）

2016～2014

人口転換の現代的解析に基づく新たな人口潮流とライフコース変動に関する総合的研究

Study on the New Population Trends and Life Course Changes based on a 
Contemporary Re-examination of the Demographic Transition Theory

３０４１５８１４研究者番号：

金子　隆一（Ryuichi, Kaneko）

国立社会保障・人口問題研究所・その他部局等・その他

研究期間：

２６２８５１２８

平成 年 月 日現在２９   ８ ３０

円    12,400,000

研究成果の概要（和文）：従来の人口転換理論では人口構造変化は考慮されないが、急速な転換に伴う急な構造
変化は人口モメンタムの働きにより粗死亡率、粗出生率の変化に干渉して転換過程を独特なものとするため、構
造変化は転換の本質的要素として理論に組み入れるべきことが示された。実証面ではたとえば日本では現在無子
割合が（既婚でも）増加しており、晩婚化や未婚・離婚にともなう無子志向も増える傾向があり、無子・無孫社
会に向かっていることがわかった。少子化の原因論と政策論の精査からは、特定政策による少子化「是正」は困
難であり、ライフコースを視野に入れた総合的対応が必須であることが結論された。いずれも独創的知見である
と思われる。

研究成果の概要（英文）：Conventional explanations on the Demographic Transition (DT) omits impacts 
of structural changes of population. The simulation analyses on DT, however, indicated that the 
changes had significant effects on crude death, and birth rates through the population momentum thus
 on the process itself when the transition was quick. The structural changes should be an essential 
part of the process and be included in the theory. As for the empirical findings, the childless rate
 has been increasing (even ever married) in Japan and the childless orientation accompanying late 
marriage and unmarried / divorce is currently prevailing as well. Findings from careful examination 
of the low fertility and the policy measures in Japan, suggest difficultly “to correct” the 
fertility situation by a single specific measure. Instead promoting comprehensive measures toward 
life and family formation with the life-course perspectives. These are all unique and creative 
viewpoints from the current study project.

研究分野： 人口学
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１． 研究開始当初の背景 

 

世界的・歴史的な潮流となりつつある

人口高齢化と人口成長の終焉は、第一と

第二の人口転換の帰結に他ならず、それ

は人々のライフコースを変容させること

で、家族の機能やあり方を変質させ、人

間社会における家族・親族の意味を根底

から変えようとしている。たとえば非婚

化・少子化、さらに長寿化の帰結である

高齢期における次世代以降の家族を持た

ない層の大量出現は、単にこれまで家族

が担っていた高齢者への経済的支援や介

護を欠くというだけの問題ではなく、世

代間の支え合いという社会保障制度の基

本理念自体を変質させる可能性がある。

また著しい少子高齢化にともなう有権者

や市場の年齢構造の一大転換は、社会の

意思決定構造、消費に世代による偏りを

もたらすことで世代間格差や世代間対立

を招きかねず、民主主義の根幹が問われ

ることになる。さらにそれはグローバル

化の中で、人口ボーナス（または人口配

当、生産年齢人口割合の高揚）の享受国

と日本のように人口オーナス（高齢人口

割合の増大）を抱える国の並存によって

国際経済は複雑なうねりを見せ、一方で

国際人口移動にも新たな潮流を生むであ

ろう。近年のアラブ諸国における反政府

運動（いわゆるジャスミン革命）は人口

ボーナス期初頭に生ずるいわゆるユース

バルジ（青年層人口割合の増大）と無関

係ではない。こうした数々の人口・ライ

フコース変容に起因する経済社会の変質、

変動は、技術革新とも相まって、今度は

逆に人々のライフコース選択に大きな変

化をもたらすため、ミクロ、マクロ双方

向の循環的ダイナミズムにより今後の社

会動態は複雑なものとなり、経済社会の

持続可能性を維持することはこれまでに

なく難しくなるものと考えられる。そう

した中で、著しい少子化と長寿化を併せ

持つわが国では、これら未曾有の変動を

世界に先駆けて経験して行くことになる

ため、その対処において緊急かつ独自の

方策を創成しなくてはならない。そのた

めには当該変動の複雑な本質を理解し、

経済社会を巻き込んだその展開のメカニ

ズムについて把握しておくことが不可欠

である。しかしそれら変動の震源となる

少子化や長寿化について、実はその進展

メカニズムはこれまで十分に解明されて

いるとはいえない。実際、これらの変動

が到来する以前においては、自然動態（出

生と死亡）は人口置換水準において均衡

するということが古典的人口転換理論の

示唆するところであり、当時現在のごと

き変動が引き起こされることを予見した

例は寡聞にして知らない。20 世紀半ばに

社会学者 Notestein(1945)や 

Davis(1945)によって体系的に論じられ

た人口転換理論は、その後の近代化論に

おいて中心的理論として用いられてきた

が、それは人間社会が経済発展にともな

って前近代的レジームから近代化レジ 

ームへと普遍的に転換することを予見す

るものであった。しかし、その後に実現

したほとんどの社会では結婚変化（結

婚・性・生殖の三位一体性の解体など）

を端緒とした人口置換水準下への出生率

低下（わが国で少子化と呼ばれるもの）

によって、均衡的人口動態が一過性の脆

弱なものであることが明らかとなった。

これらの新潮流は第二の人口転換と呼ば

れ、主としてヨーロッパの学界において

新たな体系化が提唱されている。

（Lesthaeghe and van de Kaa 1994 等）。

第一の人口転換がきわめて普遍的な現象

であったのと同様に、その後の変動過程

にも国際的な共通性や規則性が認められ



ており、その歴史的展開には連続的で必

然的なメカニズムが存在するものと考え

られる。今後のわが国ひいては他の国々

で見込まれる未曾有の人口・社会経済変

動の影響の大きさと深刻さを考えると、

これらの一連の人口転換のメカニズム解

明（因果的機序の把握）と真の理論化（予

見能力を有するモデルの構築）が、人口

研究分野ならびに社会動態の研究分野に

おいて現在最優先で取り組むべき課題で

あるといっても過言ではない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、わが国で先行し世界

的・歴史的な潮流となりつつある人口高

齢化と人口成長の終焉をもたらした第一

と第二の人口転換（近代化に伴う多産多

死から少産少死への変化とその後の長寿

化、少子化、人口移動のグローバル化）

について、その進展のメカニズムならび

に経済社会変動との関係を解明し、それ

らの知見により今後のわが国の人口動向、

ライフコース変容、経済社会変化に関す

る中長期的展望を得ることである。その

ために近年急速に蓄積と利用が拡大して

いる国際的人口統計データベース等を駆

使し、シミュレーション分析や空間分析

手法(GIS 等)により人口転換に伴う近代

化の歴史的展開を把握するとともに、ポ

スト近代社会に特有な諸現象(個人主義

化、ジェンダー役割の変化、各種格差の顕

在化と階層化、生き方の多様化・多元化な

ど)との関連を明らかにする。 
 
３． 研究の方法 

本研究事業では、マクロ分析、ミクロ

分析、空間分析といった異なるアプロー

チ手法をプロジェクトメンバーによって

分担し、相互に知見を生かしながら人口

転換理論の再構築という目的を達成する

ことを目指す。 

第一に歴史的視点からの（マクロ的）

アプローチとして、明治期から第二次大

戦以前における人口動態を把握し、将来

人口推計手法を応用した後進人口推計等

を用いて戦前における人口動態の再構築

を行う。また、その近代化（ライフコー

ス、国内・国際人口移動および都市化、

家族・労働・ジェンダー、経済成長（所

得）、社会保障制度などの変化）との関

係を明らかにする。統計データの豊富な

戦後については、出生力転換とりわけ少

子化が生じた経緯と見通しについて、わ

が国における実証研究ならびに欧米にお

ける出生力低下の理論・体系的研究等に

照らして精査を行う。また、コーホート

を軸とした（ミクロ的）分析を行い、ラ

イフコース変化のメカニズムを定量的に

明らかにする。さらに、地域別データと

ＧＩＳを用いて、出生力低下（少産化・

少子化）の拡散過程を明らかにする。 

第二に人口転換プロセスの進展に伴う

国際人口移動転換の影響、すなわち労働

市場での同化や分化との関係を国勢調査

データなどにより実証的に分析する。ま

た健康転換を経たわが国のような先進国

における移民や外国人労働者移入の公衆

衛生面を介した経済社会への影響につい

ても検討する。また国際比較的視点から、

二つの人口転換が最初に生じた欧米諸国

やそれらが連続して生じているアジア諸

国、とりわけ韓国との国際比較によって

転換過程の共通性と独自性を把握し、人

口転換の必然性や特異性（欧米型、アジ

ア型あるいは日本型など）の解明を目指

す。 

第三に人口理論の視点からは、人口転

換に関する定量的モデルの開発を行う。

解析的モデル、ダイナミック・モデルな

どのマクロ・モデル、エージェント・ベ

ースのミクロ・モデルを用いた複数のパ



ラダイムのシミュレーション分析や多相

生命表を用いた分析を試み、人口転換の

経験過程を理論的に再現することを目指

す。 
 
４． 研究成果 

本年度の成果は、まず理論的分野として、

人口転換にともなう人口構造変化は必須で

あり、人口、社会への影響は甚大で、それ

自体が出生低下を促して転換過程を促進す

るメカニズムを持つため、転換の本質的要

素として理論に組み入れる必要性が示唆さ

れた。これから脱近代化フェーズにおける

多死社会の到来が必至といえる。またそう

した影響の質、量は転換速度によって大い

に異なる。低出生の歴史的拡散過程には感

染症数理モデルが有効であり、その適用か

らは、たとえば低出生の平衡状態から逃れ

るには、一部に高出生集団が存在すること

が有効なことがいえる。都道府県出生デー

タの分析からは、出生低下は拡散だけでな

く適応仮説も否定できない。低出生は進化

的 K-戦略と類似するが、本研究では K-戦

略の厳密な定式化に成功し、人口転換への

理論的適用の基礎が確立した。実証分野に

おいては、日本では現在、無子割合が（既

婚でも）増加しており、晩婚化や未婚・離

婚にともなう無子志向も増えつつあること

が捉えられた。韓国のデータで人口転換過

程にともなう子どもの性別選好の転換が意

識変化（満足度）とともに確認された。少

子化の原因論と政策論の精査からは、特定

政策による少子化「是正」は困難で、ライ

フコースを視野に入れた総合的対応が必須

である。いずれも独創的な知見である。 
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